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一50周 年記念シン ポジウム 「色彩は いかに社会に貢献して きたか」
一

人と衣服一 その色彩の社会へ の貢献一

澗

今井　弥生　　東京家政学院短 期大学

　 は じめ に

　衣食住の 生活 に お い て 衣服 は 人間 だけが も つ

特 性で ある 。 他 の 動物 に は見 られな い 。殆 どの

人は、い っ 、どこ で も着用 しな ければな らな い 。

　人 は 、な ぜ衣 服 を着 る よ うに な っ たか 。 人、

衣服、色彩 、環境 の 視点 で 探 りた い
。

　考察

　 聖書
1 ］

創世 記 に 「神が禁 じた 善悪 、知 識の 木

の 果 を 食 べ た 男 女 は 裸で い る こ と を 知 り 、

い ち じく の 葉 を綴 り合蔦麌菓おお い をつ くっ た 。

主 は ア ダム と妻エ バ に皮 衣 を着せ た。」
…また 、

出 エ ジ プ ト記 に 「主が モ
ー

セ に命 じ聖所に仕え

る ア ロ ン の 式服 を青色 、紫 色、緋色 の撚 り糸で

織 っ た 亜麻布 で 装束 を つ くらせ た 。 」 とある。

　考吉学 的な調 査
2 ｝ 3 ）

に よ る と 150 万年前 に熱

帯地方か らユ
ー

ラ シ ア 大陸 の 各 地 へ 移住 を始め

た 採集 ・狩猟 民は寒 さ を凌 ぐた め に獣皮 をそ の

ま ま被覆 に使 っ た と推 定 され る 。後 期 旧 石器 時

代 （4 万〜 1．3 万年 まで ）の ク ロ マ ニ オ ン人は

骨針で 皮革か ら衣服 を縫 い、動物の 骨や 歯牙 を

紐 に通 して 首 に飾 っ た と い わ れ る。そ し て 、 1

万年前 に始 ま る 新石器 段階 にあ っ た 日本 列島の

縄文時代 に は植物繊維 を利 用 して編 ん だ布 が 使

わ れ て い た。草木染 も行 われ たと い われ る。

　現在 の 服装規 範で は 古典 に基づ く羞恥 説は、

エ チ ケ ッ ト、モ ラル 、タ ブー
と いわ れ る 。儀礼

説 は冠婚葬祭 に お ける 喜び、悲 しみ の 色 彩象徴

が 慣習 とし て 厳格 に 継 承 されて い る。考 古学的

な身体保護説は環境 に対 応す る感覚感情 で寒暖、

快 ・不 快、安全色 の 広 範囲にな り、装飾説は 自

己 の 美的表現 、集 団 の 性格 、フ ァ ッ シ ョ ン 、風

俗な ど感性 に及ぶ 。

　 最近 の 話題

　 衣服 の 色彩 は心 の メ ッ セ
ー

ジ

　1993 年、皇太子殿下 、雅子 さま の ご成婚 を祝

っ て 「慶祝カ ラ
ー

」 8 色が発表 された 。

　 「紅 」 は慶 祝 、「藤紫」 は 日本 の 伝統 と 高貴

さ、「黄 水仙」 は希望、「桜 」 は幸福感、厂若竹1

は 若 々 し さ 、「オ ッ ク ス フ ォ
ー ド ・ブル ー

」 と

厂ハ
ー

バ
ー

ド ・ク リム ソ ン 1 は お 二 人が 学ば れ

た大学 の 伝統色 に ちなん で 命名。グ ロ
ー

バ ル な

ご活躍 へ の 思 い が込め られ て い る。慶祝 カ ラ ー

は服飾 における フ ァ ッ シ ョ ンカ ラ
ーだけで な く、

公共的な 空間に も効果的に活用 された e

　弱者に優 しい衣服 の 色彩

　高齢社 会が 進 行 し て い る 。健康な 人 で も加齢

に 伴 う正 常老化 は避 け られ な い 。夜 間の交通 事

故 防止 に黒 っ ぽい 服 は禁 物、着用す る と きは 白、

ク リ
ー

ム 、ベ ー
ジ ュ の 帽子 、ス カ

ー
フ な どを対

比色に 用 い る配慮が 必 要。発光性の 色素 で染 色

した素材 は効果 的で ある 。

　子 供の 通学時 の 黄色 の 帽子 、傘、ラ ン ドセ ル

カバ
ー

は 明視 性が 高 く安全 色 と して 定着 した 。

　 臼の 手術着 は、なぜ緑 系にな っ たか

　白い 壁 面、白 い服 に赤 の 残像 で 緑が現れ 、悩

ま され た医師 を助 けた色彩学の 成果 で あ る 。

　柔道着の 白、伝統 にはそれ らしさが あ る

　国 際柔 道連盟 は判別 しに く い 理 由 で 色付 き柔

道 着を提 案 し、対抗策 として 日本の 柔 道衣研 究

委員会は色付 き畳 を提案 した 。1996 年の こ と で

ある。

　 グロ
ー

バ ルなカラ
ー

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　 1998 年、冬季 オ リ ン ピ ッ ク史上 、最南の 開催

地 「長 野」 で 72 ケ国の 選手、関係者、観客が集

ま っ た 開会式。各 国の 色彩 が違 う民 族の 特色 を

楽 しんだ 。 日本 の色彩 も これ ま で と は違 う。 環

境 を意識 し機 能性 とバ ラ ン ス の とれた ツ
ー

ト ン

カ ラ
ー

で ある 。 自然界を大切 に した 日本 の 色彩

を見 直す 色返 りと思われ る 。 カ ラ
ー

アイ デ ン テ

ィ は国 際社会 に著し く貢献 した 。

　おわ りに

　人類は衣服 の 色彩 を 手段 と し て 豊か な 生活文

化 を確 立 させ た 。 色彩 の イ メ
ー

ジ、シ ン ボル 、

サ イ ン効 果は 、21 世紀に 向けて 世界 へ の 「か け

橋」 の 役割 を果 した 。

　 　　 　 文 　献

　1）関根 正雄 訳 （1997 ）： 旧約聖書、岩波書店

　2）尾本恵市 （1996）： 分子 人類学 と日本人 の 起

　 　源、掌華房

　3）ソ レ ッ キ
ー ・R ・S 著 、香原志勢，松井倫

　　子訳 （1977）； シ ャ ニ ダー
ル 洞 窟の 謎、蒼樹

　　書房

［＝ 二＝：＝ 二 ＝ 二二 ：＝ ＝ ：＝：コ IS2 ［＝ ：＝＝ ：＝ ：＝＝＝：：III＝：＝コ

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


